
 
 

 
１ 推進にあたっての基本的考え方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 各主体における環境学習・教育の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ ライフステージに応じた環境学習・教育の推進 
 
                       行動・伝承 
               理解・行動   
   体験    体験・理解 
 
       →      →      → 

 
１ 推進にあたっての基本目標 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 具体的な推進方策 
 
 

Ⅴ 環境学習・教育の推進方策 

 

１ 支援・推進体制の整備  
２ 主体間での適切な役割分担の実施 
３ 評価・検証の実施 
 

Ⅵ 総合的な推進体制の構築 

原則２ 自ら「体験」、「発見」し、自ら「学び」、「行動」
する環境学習・教育の推進 

原則３ 本県の特性を踏まえた環境学習・教育の推進 

目標２ 五感（触れる、見る、聞く、嗅ぐ、味わう）で学
ぶ場づくり－拠点の形成－ 

目標３ 学びの資源づくり－学習基盤の形成－ 
 
目標４ 学びから実践へ、実践から学びへの環づくり－学

習と実践の一体化－ 
 

方策２ 地域の特性を踏まえた環境学習・教育の推進  

①ふるさとへの愛着を育む環境学習・教育の推進 

 （里山林等での体験活動、都市公園等の活用 等） 

②県民運動等との連携（ｸﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 等） 

方策３ 環境学習・教育を支える基盤の構築  

①情報の収集・提供（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「兵庫の環境」の活用 等） 

②環境学習・教育をリードする人材の育成・登録・派遣 

 （指導者等の育成、人材登録制度の運営 等） 

③環境学習・教育拠点施設の整備・充実及びﾈｯﾄﾜｰｸ形成 

 （既存の社会教育施設等の活用・ﾈｯﾄﾜｰｸ化 等） 

④環境学習・教育プログラムの開発・実施 

(ｱ)特色ある環境学習・教育事業の開発、実施 

  （環境を総合的に学ぶﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施 等） 

(ｲ)海外との連携・交流 

  （APN ｾﾝﾀｰ、IGES 関西研究ｾﾝﾀｰ、国際ｴﾒｯｸｽｾﾝﾀｰ 等） 

⑤体験の機会の場の提供（地域密着型のｲﾍﾞﾝﾄ開催 等） 

方策４ 実践活動を促す総合的展開  

①相談体制の推進（ひょうごエコプラザ 等） 

②各主体への活動支援及び主体間の連携促進 

 

目標１ だれもが、どこでも、いつでも学べるしくみづく
り－参加者の拡大－ 

 
 

①「いのちの大切さを学ぶ」－環境を大切にする価値観の
醸成－ 

②「生態系を理解する」－生物多様性の理解－ 
③「くらしの知恵を学ぶ」－環境にやさしいライフスタイ
ルの実践－ 

④「社会とのかかわりを知る」－社会・地域と結びついた
環境学習・教育－ 

⑤「総合的な理解を促す」－体験を通じた総合的学習－ 
 

原則１ 「自然」、「くらし」、「社会」のつながりを総合的
に学び、「こころ」を育む環境学習・教育の推進 

 
 

①「環境を体験し、感動する」－体験・気づき－ 
②「環境を学び、知る」－知識・理解－ 
③「環境を考える」－思考・判断－ 
④「環境の保全と創造に向け行動する」－参加・行動－ 
 

 

①「多様性を生かす」－地域の多様な自然・風土の活用－ 
②「県民主役で取り組む」－県民の参画と協働－ 
③「防災の視点を取り入れる」－阪神・淡路大震災や風水
害等の自然災害の教訓継承－ 

④「国際協力・交流を推進する」－国際的機関の活用－ 

Ⅳ 環境学習・教育のあり方 

乳幼児 

高校生 

中学生 
小学生 

シニア 

社会人 

大学生 
 

 

   
 

 

方策１ 学校等における体験型環境学習・教育の推進  

①いのちのつながりを実感する環境学習・教育の推進 

 （自然観察、栽培・飼育 等） 

②学校等における環境学習・教育の支援 

 （ｸﾞﾘｰﾝｻﾎﾟｰﾀｰ等による支援、体験のﾌｨｰﾙﾄﾞの提供 等） 

 

 

行政 

学校・教育機関等 

中間支援組織 

企業・事業者 

多様な主体が 

それぞれの役割に応じた 

取組を推進 

地域団体 

いのちを多面的
に感じ取る時期 

新兵庫県環境学習環境教育基本方針（仮称）（案）概要 

 
１ 方針策定の背景・趣旨  
  人と自然が共生する“豊かで美しいひょうご”の実現に
向け、環境学習・教育を推進する必要 

２ 方針の性格  
  ①施策の総合的・計画的運営指針 ②各主体の共有すべ
き理念、目標 ③法に基づく行動計画 ④市町の参考指針 

３ 方針の期間 
  平成28年度～37年度（10年間） 

Ⅰ 方針の基本的事項 

 
１ 兵庫県の環境に関する現況 
 ・地球温暖化や生物多様性などの課題に加え、ｴﾈﾙｷﾞｰ問題

や野生動物による農林業被害など新たな環境問題の発生 
・人口減少社会の中で持続可能な社会を築くためには、各
主体が互いに連携し取り組むことが必要 

２ 兵庫県の環境学習・教育の実施状況 
（１）ライフステージに応じた環境学習・教育の推進 

乳幼児期 
ひょうごエコっこ育成事業 
はばタンの環境学習    等 

学齢期 
環境体験事業（小３） 
自然学校推進事業（小５） 等 

成人期 
ふるさと環境通信員 
ふるさと環境フォーラム  等 

情報発信 ひょうごｴｺﾌﾟﾗｻﾞ、ひょうご環境体験館 等 

（２）地域の特徴を生かした取組の推進 
   北摂里山博物館構想、いなみ野ため池ミュージアム、

コウノトリ野生復帰プロジェクト 等 

（３）NPO、企業等の取組 
   リサイクルの推進、身近な生活環境の美化、地域の自

然環境の保全 等 

３ 兵庫県における環境学習・教育の課題 
（１）環境保全・創造への意識を高めふるさと意識を育む環

境学習・教育の実施 
（２）生涯にわたり学び続ける環境学習・教育の推進 
（３）環境学習・教育の人材育成・活用及び協働取組の促進 
 

 
１ 国際的な取組状況 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｱｸｼｮﾝ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(GAP)(H26)（国連ESDの10年(Decade of 
Education for Sustainable Development(H17～H26))の後継ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）等 

２ 国の取組状況 
環境教育等促進法（H23 改正。協働取組の追加等）等   

３ 兵庫県の取組状況 
環境学習環境教育基本方針（H18）等 

Ⅱ 環境学習・教育をめぐるこれまでの取組 

Ⅲ 兵庫県の現状と環境学習・教育の実施状況 

資料２ 


